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８月の行事予定                                                    

日 曜 予     定 

１ 火  

２ 水  

３ 木  

４ 金  

５ 土 彩都夏祭り 

６ 日  

７ 月 なかよしキャンプ 

８ 火 なかよしキャンプ 

９ 水 なかよしキャンプ 

10 木  

11 金 山の日 

12 土  

13 日  

14 月  

15 火  

16 水  

17 木  

18 金  

19 土  

20 日  

21 月  

22 火  

23 水  

24 木  

25 金 始業式 給食未実施 

26 土  

27 日  

28 月 ３年実力テスト 

29 火 文化発表会取り組み月間（９月１５日まで） 

30 水  

31 木  

９月の主な行事予定（予定は変更になる場合があります） 

 

２日（土） ＰＴＡ役員会・実行委員会 

５日（火） 大阪８８０万人訓練 

１４日（木） 文化発表会前日準備 

１５日（金） 文化発表会 

薬物乱用教室を行います。 
 

 危険ドラック等の薬物は、中学生をはじめ、誰の身近

でも起こりうる問題になっています。 

 自ら依存性薬物を使用するきっかけそのものを除い

たり、きっかけとなる誘因を避けたり、拒絶することが

できるようになることを目標に、終業式の後に、学校薬

剤師の松浦さんを講師に薬物乱用教室を行います。 

彩都夏祭りが開催されます。 
 

８月５日（土） １７：３０～２１：００に、彩都西

小学校グランドで開催されます。 

今年も、本校の生徒が司会をさせていただくことにな

りました。他のみんなも地元のお祭り大いに楽しみまし

ょう。 

 明日で、１学期が終了します。本当にあっという間という感じです。

１年生が入学してきたのが、つい先日のような気がしますが、この１

学期どうでしたか？ 

 １年生は、入学当時に比べ、確実に体が大きくなっています。顔つ

きも中学生らしくなったように見えます。体の成長と共に心も成長し

ているんだなぁと感じます。これからも、一人ひとりの違いを認め合

い、尊重し合い、協力して楽しい中学校生活を築き上げて下さい。 

 ２年生は、この夏休み中に、ほとんどの部活で３年生からバトンを

受け継ぎ、中心となります。今までは、３年生がやってくれていた先

生との連絡や１年生への指示、試合やコンクールでのリーダーシップ

などを今度は２年生が行う番です。部の伝統を受け継ぐためにも、３

年生の先輩たちに負けないように頑張って下さい。 

 ３年生は、最後の大会やコンクール、悔いが残らないように。全力

を出し切れば、きっと大丈夫！１・２年生は、３年生が頑張る最後の

姿を目に焼き付けるでしょう。そして、部活動が終わったら、スイッ

チを切り替えて勉強にエネルギーを注ぎ、「行ける高校に行く」ので

はなく、「行きたい高校」に行けるよう頑張って下さい。また、２学

期の文化発表会や体育大会での３年生の活躍に期待しています。 

 最後に、この時期になるとみんなに伝えたくなる数年前の新聞記事

を載せておきます。 

 

 「とうとう、部活が終わりました」中三の息子が寂しそうな顔を初めて見た。

彼は野球が好きで、小学校の時から始めたが、努力もむなしく、ずっと補欠選手

だった。そのうえ、昨年夏に腰を痛め、注射で痛みを抑え、コルセットを着けて

練習を続けた。その姿に「もう、やめたら」と言うと、「途中で投げ出すのはい

やだ。ボール拾いでもバット並べでも、できることを見つけて、みんなと最後ま

で続ける」と息子は返答した。県大会の朝、誘いに来てくれた友達に「きょう、

がんばろうな」と声をかけ、自転車で出かける、生き生きした後ろ姿を見送って

いると、胸が熱くなった。そのあと、夫と一緒に応援に行ったが、試合は１－３

で負けてしまい、最後まで息子の出番はなかった。その夜、汗と泥にまみれた息

子のユニホームを洗いながら、ひとり、つぶやきました。「正選手になれず、誰

より悔しかったのは、あなたでしょう。でも、一度も泣き言を言わず、友達を励

ましてきた姿を忘れないよ。母さんは、ホームランを打ってくれるよりも、あな

たの強さと優しさがうれしかったよ」中学校三年間の部活は、体だけでなく、心

も大きくしてくれた。 

有意義な夏休みに！そして２学期に！ 
SSW 

SSW 

SSW 

お 知 ら せ 

水難事故に注意 
 

楽しい夏休みのはずが、毎年必ず山や海での遭難事故

の悲しいニュースが飛び込んできます。茨木市でも、５

年前に安威川で事故があり、不幸にして尊い命が亡くな

りました。 

自分の行動には、十分に気をつけ、夏休みを有意義に

過ごしたみんなに会えることを願っています。 

「とうとう、部活が終わりました」中三の息子の寂しそうな顔を初めて見た。彼

は野球が好きで、小学校の時から始めたが、努力もむなしく、ずっと補欠選手だ

った。そのうえ、昨年夏に腰を痛め、注射で痛みを抑え、コルセットを着けて練

習を続けた。その姿に「もう、やめたら」と言うと、「途中で投げ出すのはいや

だ。ボール拾いでもバット並べでも、できることを見つけて、みんなと最後まで

続ける」と息子は返答した。県大会の朝、誘いに来てくれた友達に「きょう、が

んばろうな」と声をかけ、自転車で出かける、生き生きした後ろ姿を見送ってい

ると、胸が熱くなった。そのあと、夫と一緒に応援に行ったが、試合は１－３で

負けてしまい、最後まで息子の出番はなかった。その夜、汗と泥にまみれた息子

のユニホームを洗いながら、ひとり、つぶやきました。「正選手になれず、誰よ

り悔しかったのは、あなたでしょう。でも、一度も泣き言を言わず、友達を励ま

してきた姿を忘れないよ。母さんは、ホームランを打ってくれるよりも、あなた

の強さと優しさがうれしかったよ」中学校三年間の部活は、体だけでなく、心も

大きくしてくれた。 


